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代替措置とは？

• 定期試験（対面）の代替となる満点100点の評
価方法
• 同時間帯にITC-LMSを使用してオンライン試験
• 代替レポート
など、手法は教員により異なる

• すべての教科で受験可能

０前提



代替措置の対象者

• 陽性者（発症から10日、症状収まって３日）

• 濃厚接触者（最終接触から７日）

• 保健所などからの正規の濃厚接触認定が必要

• 疑似症
• 医療機関でPCR検査を受け、診断書が必要

０前提



代替措置撤廃後＝通常の追試制度（受験資格A）

• 定期試験欠席・成績が「不可」の場合受験
• 対象は一部の基礎科目のみ
→その他の基礎科目、展開科目、総合科目、主題
科目については即落単

• レポート、平常点等で採点する授業においては追
試験を実施しない場合も→即落単

０ 前提

（履修の手引き37頁より）



受験資格Aの問題点

• 成績（点数）の上限が75点に規制される

＝優は獲れない！！

∵「学習時間が圧倒的に長くなるから」（学部側）

０ 前提

（履修の手引き37,38頁より）



受験資格Aの対象者

• 病気、事故など不慮の事態により欠席した者

➢ 公的証拠書類が必要

• 病気の診断書、交通機関の事故証明書、遅延証明

書など

０ 前提

（履修の手引き38頁より）



１これまでの経緯

6/6学部がSセメ定期試験から代替措置撤廃を表明

6/13自治会学部交渉局が措置継続を求める要望書を提出

6/29自治委員会が措置継続を求める方針承認

7/1学部から要望書への返答

現在 学部と協議の場を設ける方針で交渉中→拒否



２学部からの当初の発表

教務課が6/6に更新公開した「2022年度Sセメスター（S1/S2ターム）定期試験（本試験）
の実施について」より関連部分引用。2022年７月５日最終閲覧。
http://www.c.u-tokyo.ac.jp/zenki/news/kyoumu/2022SS1S2exam_forstudents.pdf

http://www.c.u-tokyo.ac.jp/zenki/news/kyoumu/2022SS1S2exam_forstudents.pdf


• 救済措置継続を求める要望書を作成、提出

• ビラを撒いて問題提起

• パブリックコメントを実施

• 自治委員会で救済措置継続の要求を確認

３ 学生自治会の対応



• ビラの作成、広報

• ビラの下部に掲載
した考え方をもと
に要望書を作成、
学部に提出

３学生自治会の対応



パブリックコメントの実施

• コロナ救済措置存続への賛否

• 94.7％が賛成

救済措置撤廃は明らかに学生の
意思に反する

３学生自治会の対応

総回答
682件



7/1に要望書に対して回答

• 結論＝救済措置撤廃は維持

• 救済措置は「周囲に感染させるリスクがある学生が

無理に対面試験を受験させないようにする」措置

• 虚偽申請があり信頼性に欠ける

• 他の病気との公平性が保てない

• 対面試験はあまり感染リスクが高くない

４学部の反応



信頼性が担保できない
• 罹患者は診断書が出れば問題ない
• 濃厚接触者は書類が出ず、自己申告に依存
• 虚偽申請が実際に発生

公平性が担保できない
• コロナ以外の病気で休んだ学生はA追試（満点
75）か落単

• 進学選択を見据えると問題あり

４学部の反応



１ 学生自治会は、コロナ救済措置の存続を
求め続けます

５学生自治会の反論

【学生自治会の３箇条】



１ 代替措置の継続によってこそ公平な成績評価が可能

• 学部側は、代替措置撤廃の理由として、コロナ以外の病気に罹患した場合には代替

措置を受けられず公平性が失われることを挙げる。

• しかし、代替措置を撤廃した場合、より深刻な不公平が発生。

∵無症状感染者や濃厚接触者は、正直に申請したがゆえに自粛要請に従って試験を受

けることができなくなる。学生側に自粛を求める以上、セットとなる相応の救済措

置があってこそ「公平な成績評価」が成立。

５学生自治会の反論

コロナ救済措置の存続



２ 制度の改善によって虚偽申請を防止可能

• 学部側は、救済措置撤廃の理由として虚偽申請の存在を挙げるが、これは

制度の改善によって対処可能。

• 陽性者は診断書が提出可能で、虚偽申請のおそれなし。

• 濃厚接触者に対しても、より詳細な行動履歴の提出を求めることなどで解

決可能。

５学生自治会の反論

コロナ救済措置の存続



２ 学生自治会は、救済措置撤廃が一方的に
決定されたことに抗議します

５学生自治会の反論

【学生自治会の３箇条】



• 救済措置撤廃は、学生への事前の意見調査なく、一方的。

• パブコメの結果、多くの学生が撤廃に反対しても、学部は耳

を貸さない。

• 今回の決定で最も影響を受けるのは学生。

• 学生も大学の一構成員であり、相応に意見が尊重されるべき。

５学生自治会の反論

一方的決定への抗議



３ 学生自治会は、通常の追試のあり方も見
直すよう長期で交渉を行います

５学生自治会の反論

【学生自治会の３箇条】



• 現行の追試制度は、問題が山積。

• 「学習時間が圧倒的に長い」ため上限75点。＝「優」剥奪

• 追試は一部の科目のみ

→総合科目・人文科学・社会科学などは試験欠席即落単

• 本人にはいかんともしがたい事由によりこのような不利益を

強いられている現状は不合理

５学生自治会の反論

追試制度の見直し



協議の場の設置要求→拒否（7/8）

• 学生側と学部側が措置について協議する場を設

ける方針で調整中

• 学部側は応じるか不透明な状況

• 「議論は尽くされた」と主張

６ 今後の流れ



学生自治会は、コロナ救済措置存続に向けて、

諦めることなく交渉を続けます。

• ご意見などがあればフォーム

よりお知らせください。

https://forms.gle/9e3vWmmtkRr8Cd4u6

７ 最後に

https://forms.gle/9e3vWmmtkRr8Cd4u6

